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バングラデシュ経済ニュース（2017年 11月） 

（為替レート 1タカ＝1.391円） 

マクロ経済 

産業動向 
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【1日 Daily Star紙】 

ダッカ市内で Uber などの配車サービス・アプリが普及している。

Uber、Pathao及び Bahonの 3社合計で、一日平均 10,000回が利用さ

れていると見られている。Pathaoは初乗り 50タカで、1キロ毎に 20

タカが加算される。一方、Uber は二輪車にも手を広げており、ここ

では初乗り 80 タカ、1 キロ毎に 22 タカが加算される。更に、Ezzyr

社は乗用車、二輪車および救急車のサービスを展開するべく準備を進

めている。 

【8日 Daily Star紙】 

Savar皮革団地造成プロジェクトが、2019年 6月まで延期されること

が決定した。同プロジェクトは 2003年に開始され、当初は総工費 17

億 6,000万タカで 2005年に終了する予定であった。その後、順次延

期され、2013 年には総工費は 107 億 8,000 万タカまで膨らんだ。現

在は工期の 60％が終了しているが、廃水処理設備（Common Effluent 

Treatment Pant）は未だに稼働していない。また Hazarigaghから 155

の工場が移転する予定であるが、現在までに僅か 92の工場しか移転

していない。 

【8日 Daily Star紙】 

今年度第一四半期（2017 年 7 月～9 月）の経常収支は、17.9 億ドル

の赤字となった。前年同時期の経常収支では 5.4 億ドルの黒字だっ

た。中央銀行の関係者は「輸入の力強い成長と輸出の鈍化が背景」と

の見方を示した。実際、同期間に輸入は 28.4％伸びたのに対し、輸

出の伸び率は僅か 7.7％だった。 

【9日 Daily Star紙】 

バングラデシュのソフト開発企業は、Google Play Storeに課金アプ

リを掲載できるようになり、世界の巨大なアプリ市場に参入できるよ

うになった。Palak国務大臣（情報通信政策）は「これは画期的な第

一歩であり、2021年までに 200万人の雇用と 50億ドルの外国投資に

寄与する」と述べた。現在、5,000人の若者がアプリ開発に従事して

おり、Google Play Storeには現在までに 3,500の無料アプリが掲載

されている。 

【14日 Daily Star紙】 

為替市場におけるタカ安（ドル高）が継続している。昨日、1ドル＝

81.10タカを記録。1年前は 78.5タカだった。バングラデシュ銀行（中

央銀行）は、10 月に 1 億 6,000 万ドル分のドル売り介入を実施した

他、11月の 13日間で 1億 2,600万ドル分のドル売り介入を実施。こ

れにより今年度のドル売りの総計は、4億 4,000万ドルに達した。中

央銀行関係者は、「この背景は、主要な外貨獲得手段である海外送金
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および輸出が伸び悩みを見せる一方、輸入が大きく伸びている為であ

る」と述べた。 

【20日 Daily Star紙】 

65％の消費者が電子決済（Digital Payment）の導入を望んでいると

の調査結果が明らかにされ、人々の間で電子決済への理解が進んでい

ることが伺える。VISA 社はインド、バングラデシュ、スリランカで

2,000 名を対象に調査を実施。電子決済の導入に向け、回答者の内

74％は規制緩和を挙げた。 

 

財政 

税制 

 

（１） 【27日 Daily Star紙】 

来年度（2018/19年度）の予算規模は、今年度より 17％増の 4兆 6,800

億タカに達する見込み。Muhith 財務大臣は昨日、来年度予算に関す

る政府内手続きが開始されたことを受け、「来年の総選挙を意識して

予算も編成される」との見方を示した。尚、今年度予算は前年度より

7.31％増のおよそ 4兆タカだった。 

金融・物価・ 

為替 

（１） 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

【5日 Daily Star紙】 

2017年9月の民間セクター向け債権残高は前年同月比17.8％となり、

前月（17.84%）に引き続き 2か月連続で高い伸びを記録した。銀行関

係者によれば、これは巨大なインフラ・プロジェクト、中間所得層向

けの個人融資、好調な輸入の決済資金ニーズが背景である由。 

【7日 Daily Star紙】 

モバイル・ファイナンシャル・サービスでは、2018 年より口座に貯

蓄可能な上限額が 30万タカに設定される。従前、このような規制は

なかった。また、一日当たりの預入可能額も 15,000タカとなる他、

引出可能額も 10,000 タカになる。更に、同一の身分証明書で、2 つ

以上の口座を有することも禁止される。 

【8日 Daily Star紙】 

2017年 9月の Agent Bankingモデルにおける口座数は、2016年末よ

り 54 万口座増加し、103 万口座に達した。また貯蓄総額は 9,220 万

タカに達した。Agent Bankingモデルは幾つかの銀行で実施されてい

るが、Bank Asiaでは 201,111口座を有している他、Dutch-Banla銀

行でも 575,185口座を展開している。 

【19日 Daily Star紙】 

今年度当初 4か月間（2017年 7月～10月）の農業セクター向け融資

残高は 20.4億タカに達し、前年同期比で 17.67%増加した。中央銀行

関係者は、「余剰資金を抱える銀行は、産業向け融資残高が伸び悩む

中、農業向け融資への関心を高めている」との見方を示した。 

貿易 
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【1日 Daily Star紙】 

縫製品以外の輸出品目が伸びを見せている。今年度第一四半期（2017

年 7月～9月）における縫製品以外の輸出額は、前年同期比 7.49％増



3 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

の 15.1億ドルに達した。例えば、皮革製品は同 1.74%増の 3億 2,462

億ドル、冷凍食品では 23.08%増は 1 億 6,827 万ドル、ジュート製品

は 15.46%増の 2億 3,612万ドルに、それぞれ達した。 

【14日 Daily Star紙】 

2017年 10月（単月）の輸出額は 28.4億ドルで、9月の 20.3億ドル

から再び増加した。輸出の 82％を占める縫製製品でも、前月比 41.4%

増の 22.9 億ドルに達した。皮革製品は前月比 0.02％減（4 億 2,844

万ドル）だったものの、ジュート製品は同 16.46％増（3億 4,501万

ドル）だった。 

雇用問題 

海外出稼ぎ 

社会保障 
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【2日 Daily Star紙】 

2017年 10月の海外送金受取額は、前年同月比 14.85%増の 11.6億ド

ルに達した。先月の海外送金受取額は、7年ぶりの低水準に留まった

こともあり、前月から 35.83%増加した格好。海外送金は主要な外貨

獲得手段である一方、2015/16年度から Hundiなどインフォーマルな

送金手段により、統計上の海外送金額は低迷していた。中央銀行関係

者は、「Digital Hundi の普及が、海外送金額が低迷している背景。

Digital Hundiは違法取引であり、中央銀行はモバイル・サービス業

者に不審なアカウントは閉鎖するよう指導している」と述べた。 

 

日本企業 

 

（１） 【6日 Daily Star紙】 

本田技研工業（株）は 2,900 万ドルを投資し、2021 年までに二輪車

の生産能力を 20 万台まで引き上げることを明らかにした。Abdul 

Monem経済特区の 2.5エーカーの敷地に工場を建設する。これにより

350名以上の新規雇用が見込める。関係者は「バングラデシュの二輪

車市場は、人口の増加及び経済成長により急速に拡大している」と述

べた。 

 

 

 

社会 
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【5日 Daily Star紙】 

Food Safety Actが施行されて 4年間が経過したが、バングラデシュ

の消費者にとって、食料の安全は未だに確保されていない。公衆衛生

局（Institute of Public Health）はダッカを含む 5 都市の 15 の市

場でナス、トマト、カリフラワー、緑唐辛子、豆類などにおける残留

農薬を調査。150のサンプルの内 30％から残留農薬が検出された。 

【28日 Daily Star紙】 

関税当局は、マネーロンダリングの疑いで 7 名を告発。被害総額は

100億タカに上り、これはバングラデシュ史上最高額。この 7名は、

中国から 16,170 本のアルコール類、38.4 億本のたばこ、4,074 台の

LED テレビや 281 台の中古コピー機など総額 13.4 億タカ分の物品の

輸入を装い、関税当局には輸入金額は 104億タカと申告していた。 
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